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結果が他の課題でも支持されるかどうかを検証するため，続いて実験 2 を行った． 
実験 2 では，被験者が要約した文章を前提ごとに比較したところ，前提がフィクションの場合
は意図性と因果性を，ノンフィクションの場合は意図性を重視しているという仮説，実験 1 とは
異なる結果を得た．異なる要因として，動詞分類課題と文章要約課題での目的の違いがあげられ
る．文章要約課題では，記憶を思い起こして分類する動詞分類課題とは異なり，さらに他者にわ
かりやすいように文章をまとめるというタスクがあるため，全体として意図性に注目したと思わ
れる．また，要約後の字数は前提がフィクションの場合に有意に長い結果となり，フィクション
優位効果の影響が確認できた． 
これらの結果を考察した結果，以下のように仮説を修正した．前提がフィクションの場合には，
読み手は物語文の読み方をするため，より意図性を重視するが，因果性も読む際の手がかりとし
て重視する．前提がノンフィクションの場合には，説明文の読み方をするため，事実関係に特に
注目し，因果性を重視する．また，前提がフィクションの場合には，細部の描写をより思い出し
やすくなるフィクション優位効果が働く． 
最後に本研究では，フィクション性に関しての前提が与えられるとき，前提によって読み手は
注目する状況的次元が異なり，形成される状況モデルも異なるという知見を得た． 
 
